
東京都立五日市高等学校定時制課程 令和３年度学校経営報告                   

【今年度の取組と自己評価、達成度、課題と対策】 

                                校長  久保田 聡 

（１）教育活動の目標と方策 

項目 目 標 取組と自己評価 達成度 課題と対策 

学
習
指
導 

ア 

全教員がチャイムで授業を開

始するなど授業規律を確立し、

生徒が集中して学びに向かう

環境を整える。 

「授業規律」の徹底を

継続して行い、学びへ

の意欲を向上すること

ができた。 

Ｂ 

引き続き全教員での取組

を徹底する。 

イ 

ＩＣＴ機器を積極的に活用す

るとともに、実験・実習の実施

などにより体験的・主体的な学

習を実践する。 

コロナ禍によりＩＣＴ

機器を積極的に活用し

学びの継続を行った。 
Ｂ 

コロナ禍の影響を念頭に

置いて、日常的にＩＣＴ機

器を活用できるようにし

ておく。 

ウ 

アクティブラーニングを取り

入れた授業実践により、コミュ

ニケーション力や表現力等の

向上を図る。 

各教科で積極的に生徒

自らが考える場面を設

定し、取り組めている。 
Ｂ 

コミュニケーション力向

上の活動を模索していく。 

エ 

生徒による授業評価を活用し

た情報共有と教科主任会主体

の相互授業参観により、授業力

の向上を図る。 

毎学期末に授業評価ア

ンケートの実施し、評

価を分析して授業改善

に生かした。 

Ｂ 

授業評価アンケートの結

果をもとに、校内研修等を

行い更なる授業力の向上

を図る。 

生
活
指
導 

ア 

日常的な身だしなみ指導、遅刻

指導、挨拶指導等を全教職員に

より取り組むことで、生徒の基

本的生活習慣を確立する。 

登校時の健康確認、挨

拶指導、担任団と生活

指導部の連携による遅

刻指導を実施した。 

Ａ 

常に教職員の共通理解を

持ちながら、教職員全体で

指導できる体制を維持す

る。 

イ 

避難訓練をはじめとした防災

教育やセーフティ教室等の安

全教育を充実させ、安全・安心

な学校づくりを引き続き行う。 

秋川消防署や五日市警

察等の外部機関との連

携を深め、安全教育プ

ログラムを実施した。 

Ａ 

関係機関と連携した普通

救命講習等を取り入れた

防災教育に引き続き積極

的に取り組む。 

ウ 

体育祭や文化祭等の学校行事

や委員会活動において、生徒の

自主的運営を通じた自治活動

の充実を図る。 

生徒会や各委員会にお

いて活発な話し合いを

促し生徒主体の学校行

事の運営を行うことが

できた。 

Ｂ 

生徒会主催の定期考査前

の勉強会など、生徒が主体

となった活動を引き続き

取り組めるようにする。 

エ 

教職員の共通理解を図った上

で、保護者との連携による欠

席・遅刻・早退等の指導などき

め細かな指導を進め安定した

学校を維持する。 

生徒の欠席・遅刻・早退

等に関して保護者と連

携を図りながら丁寧な

指導を行った。 

Ａ 

保護者への連絡を密にし、

信頼関係の下に家庭と学

校が連携・協力しながら生

徒の基本的生活習慣を確

立していく。 

オ 

自殺防止に向けてＳＣやＹＳ

Ｗを活用した情報共有を推進

するとともに、ＳＯＳの出し方

に関する指導を実践する。 

ＳＣやＹＳＷと情報を

共有する時間を設定し

ＳＣだより等を活用し

てＳＯＳを出しやすい

環境を作った。 

Ａ 

積極的な情報共有を継続

し、生徒とのコミュニケー

ションを充実させＳＯＳ

にいち早く気付く環境を

構築する。 



進
路
指
導 

ア 

進路希望に応じたキャリア教

育の推進と、地域との連携等に

より、生徒の進路意識を啓発す

る。 

外部機関と連携を図

り、生徒の実態に合っ

たプログラムを実施し

た。 

Ａ 

コロナ禍の中でも連携可

能な形態のキャリア教育

を工夫していく。 

イ 

②進路希望に応じた進路ガイ

ダンスの実施やインターンシ

ップによる進路指導の充実を

図る。 

計画的に進路ガイダン

スを行い、進路意識を

高めたが、コロナ禍の

ためインターンシップ

は実施できなかった。 

Ｂ 

今後も体験活動を通して、

生徒に卒業後の進路につ

いて具体的に考える機会

を増やす。 

ウ 

③自立支援チームを中心に高

校生の社会的自立を目指す進

路支援事業を活用し、進路意識

の向上を図る。 

社会的・職業的自立支

援教育プログラム、 

ＹＳＷによるアルバイ

トセミナー、学業とア

ルバイトを両立させる

ためのガイドラインと

アルバイト届導入等に

より職業意識の向上を

図った。 

Ａ 

進路指導主任、自立支援担

当教員、ＹＳＷ、特別支援

教育コーディネーター、 

ＳＣ相互に連携し、卒業後

も視野に入れた自立を引

き続き支援する。 

特
別
活
動 

ア 

オリンピック・パラリンピック

の開催を踏まえ、講演会等を通

じて意識を向上するとともに、

レガシーの構築オリンピック・

パラリンピック教育の推進を

図る。 

東京オリンピック観戦

を予定していたが、無

観客開催のため実施で

きなかった。パラスポ

ーツ意識の向上を図っ

た。 

Ｂ 

オリ・パラ競技に関する理

解を深める機会を継続し

て実施することを検討し

ていく。 

イ 

満１８歳での選挙権取得を受

けて、社会人として必要な意識

の向上を図るなど主権者教育

を推進する。 

学年ごとに主権者教育

リーフレットを活用し

た授業を行い、3・4 年

生には意識の向上が見

られた。 

Ｂ 

外部の専門機関等と連携

し、主権者教育への更なる

意識向上を図る。 

ウ 

総合的な探究の時間、教科指

導、行事等における図書館の活

用と読書習慣の確立を推進す

る。 

国語の授業や長期休業

中の課題で図書館の活

用を推進した結果、貸

出冊数が昨年比 58%増

加した。 

Ａ 

授業や宿題で課された読

書活動だけでなく、探究活

動など自らの興味関心に

合わせて読書活動できる

ようにする。 

健
康
作
り 

ア 

「アクティブプラン to 2020」

に基づく体力テストの活用を

はじめ保健体育の授業による

体力向上を図る。 

体力テストの結果を活

用し、体育の授業で毎

時間８分間走を行い基

礎体力の向上に取り組

んだ。 

Ｂ 

保健体育の授業時や部活

動において、体力向上や運

動への意欲を更に高める

ための取組に力を入れる。 

イ 

自校調理の給食の喫食率の向

上を目指すとともに、食育の実

施による健康作りを推進する。 

コロナ禍で食育の実施

が困難であり、毎回の

給食での一言メモを配

布するなどして健康作

りに取り組んだ。 

Ｂ 

適切な食習慣を身に付け

られるよう、特に給食未受

給者向けのアプローチ方

法を検討し、喫食率の向上

を図る。 



ウ 

ＳＣやＹＳＷを活用、特別支援

委員会を中心とした個別指導

の充実により、生徒の心身の健

康を増進する。 

定期的に情報共有の場

を設け、生徒・保護者が

スクールカウンセラー

や YSW を活用しやすい

環境を構築し、安定し

た学校生活を実現する

ことができた。 

Ａ 

生徒一人一人の状況にあ

った対応ができるよう、今

後も引き続き悩みや迷い

に対して早めにアプロー

チできる環境を維持する。 

エ 

新型コロナウイルス感染症対

策を徹底し、感染拡大を防ぎな

がら衛生面での学習環境を充

実させる。 

支援が必要な生徒の情

報共有を円滑にすすめ

るために情報共有の場

も設定し、組織的に対

応した。 

Ａ 

毎年情報を更新する必要

があるため、年度当初に確

認を行い、情報の共有を図

る。食物アレルギー研修等

必要なことは繰り返し行

っていく。 

広
報
活
動 

ア 

特色ある教育課程を踏まえた

学校案内、簡易版のチラシ及び

学校紹介動画によりＰＲを充

実させる。 

本校の特色を踏まえた

学校案内や本校の特色

ある取組をまとめたチ

ラシを作成し、ＰＲを

行った。生徒会を中心

に「まなびゅ～」を作成

した。 

Ｂ 

学校説明会等で活用する

資料を更新し、より本校の

取組や特徴などが分かる

資料を作成し、効果的な入

試相談を実施する。 

イ 

全員体制による中学校訪問と

在校生による母校訪問を確実

に実施し、組織的・計画的なＰ

Ｒを推進する。 

教員全員で分担して近

隣中学へ訪問を行っ

た。訪問校数や資料送

付校はほぼ同じであっ

た。 

Ａ 

通学可能エリアの発掘を

行い、広報活動範囲を広

げ、更に活性化させる。 

ウ 

見やすいホームページの作成

と定期的な更新、学校見学会や

学校説明会の充実など、積極的

な広報活動を確実に進める。 

感染症対策を講じて学

校見学会や学校説明会

を行うことができた。

学校を紹介する機会を

増やし積極的な広報活

動を行った。ホームペ

ージの更新を積極的に

行うことができた。 

Ａ 

引き続き感染症対策を講

じながら、学校紹介を行う

ことができる機会を増や

せるように計画する。 

ホームページの更新を引

き続き行うとともに、ホー

ムページを見てもらえる

ように工夫を検討する。 

学
校
運
営 

ア 

教育活動を踏まえた予算執行

をするとともに経営企画室の

学校運営への積極的参加の推

進 

生徒状況や定時制の教

育活動について経営企

画室と情報を共有し、

適正な予算編成及び執

行を行った。 

Ｂ 

今年度同様、不測の事態に

臨機応変に対応できるよ

う、密に連携を取る。 

イ 

全日制と定時制の連携を進め、

全定双方の教育活動の理解深

化による学校の安定化及び活

性化の推進 

全定各分掌が連携を密

にし、双方の教育活動

についての理解を深め

互いに尊重し安定して

取り組めた。 

Ｂ 

教員間はもとより、生徒間

でも互いを尊重する精神

を培い、互いに高め合える

ような取り組みを行う。 

 



（２）重点目標と方策 

 目 標 取組と自己評価 達成

度 

課題と対策 

① 

令和３年度入学生から、昨年度見直し

た新学習指導要領を見据えた教育課

程を実践し、都教育委員会の目指す地

域資源や人材を活用した特色化を推

進する。 

令和４年に向けて、地域

との連携を視野に入れた

教育課程をまとめた。 Ｂ 

地域との連携を図るた

め、具体的な４年間の内

容を計画し具体化して

いく。 

② 

グループエンカウンターの実施によ

りソーシャルスキルの向上を図り、社

会人となる意識を向上させる。 

１、２年生を対象にグル

ープエンカウンターを実

施し、ソーシャルスキル

の向上を図った。 

Ａ 

グループエンカウンタ

ーの時間以外にも、力を

付けられる機会を模索

する。 

③ 

全員体制による定期的な校内外の巡

回により、いじめなどの問題行動の未

然防止を推進する。 

定期的に巡回指導に取り

組むとともに、精神的な

サポートを行い、問題行

動を未然に防止した。 

Ｂ 

規範意識等の意識を身

に付けさせ、問題行動未

然防止の環境を全教職

員で整備をする。 

④ 

校内の施設整備を進め学校の財産で

ある天文台などを有効活用して地域

との連携を推進するとともに、本校の

存在価値を高めながら募集対策の効

果を上げる。 

天文台を活用した講座等

を行いたかったが、コロ

ナ禍のために実施できな

かった。皆既月食の観察

会を、中学校教諭を交え

て実施した。 

Ｂ 

次年度は天文台等を活

用し、地域に向けた講座

等を実施できるよう計

画する。 

⑤ 

毎日の昇降口における挨拶指導を通

じて、生徒の心身の健康を向上させる

とともに、学習をはじめ学校の教育活

動全体に対する意欲の向上も推進す

る。 

登校時等の挨拶運動や生

徒の健康観察を通して生

徒との信頼関係を構築

し、生徒が安心して教育

活動を実践できる環境を

確保した。 

Ａ 

全教員体制での指導を

確実に実施し、心身の健

康を引き続き保てるよ

うにする。 

⑥ 

「ヨルイチ」への参加、和太鼓部の交

流及び天文台を活用した観望会など

を通じて地域連携を推進する。 

地域和太鼓サークルとの

連携はできたが、コロナ

禍でヨルイチは実施でき

なかった。皆既月食の観

察会を、中学校教諭を交

えて実施した。 

Ｂ 

コロナ禍でも行うこと

ができる地域連携を模

索していく。 

⑦ 

組織的な生活指導体制を作り実践的

な指導を推進するとともに、生徒が安

心して学校生活が送れる環境を作る。 

生徒や場合によっては保

護者を交えた個別相談を

取れるように多くの時間

を確保できた。 

Ａ 

一人一人の生徒に応じ

た相談体制を更に充実

させていく。 

⑧ 

学校いじめ防止基本方針に基づき、年

３回の調査を中心に、いじめの未然防

止、早期発見、早期対応に取り組む。 

いじめアンケート調査を

年３回行い、調査結果に

基づいていじめ対策委員

会を行うことでいじめの

未然防止につなげた。 

Ｂ 

日頃から生徒の様子を

細かく観察することで

いじめの未然防止、早期

発見・早期解決を図る。 

  



⑨ 

３年次研修をはじめとした教員研修

を組織的・計画的に進めるとともに業

務に必要な研修会を実施する。 

ＯＪＴを中心とした組織

的・計画的な研修を実施

した。食物アレルギーや

特別支援教育等の校内研

修により、意識が高まっ

た。 

Ａ 

組織的・計画的なＯＪＴ

により、教員としての更

なる資質・能力の向上を

図っていく。 

➉ 

ライフ・ワーク・バランスの推進に向

けて、各分掌、各学年及び各教科等で

校内業務の整理と効率化を図る。 

ペーパーレス会議の定着

により、業務の効率化を

図ることができたが、業

務量が多く整理する必要

がある。 

Ｂ 

業務を効率化させるた

めの工夫を検討する。ま

た、分掌内の業務量の平

準化に取り組む。 

⑪ 

体罰防止に関する生徒理解を推進す

るとともに、計画的な教員研修により

体罰根絶に向けて全校的に取り組む。 

副校長を講師とした体罰

防止研修を年３回実施

し、体罰防止について教

職員の意識を高めた。 

Ａ 

体罰防止研修の内容を

工夫し、引き続き体罰根

絶に向けて意識を更に

高める。 

 

【達成度】 Ａ：大きな問題がなく今後も継続する   Ｂ：一部に課題があり今後修正する 

Ｃ：課題が残り修正の必要がある 

 

（３）数値目標 

 目 標 令和元年度 令和２年度 令和３年度 課題と対策 

① 生徒の授業満足度 80％以上 75.0％ 89.0％ 97.6％ 

ＩＣＴ機器等を効果的に活

用するなどして、探究的な

学びを行い、学習の成果を

発表できる場を設定する。 

② 進路決定率 70％以上 70.0％ 100％ 70.0％ 

低学年のうちから計画的に

指導を行い、希望進路の実

現に向けての意識を高め、

一人一人の生徒の特性を踏

まえた進路指導の在り方を

工夫する。 

③ 遅刻回数１人月平均５回以下 2.07回 1.59回 2.39回 

登校時の遅刻指導を中心

に、全ての教育活動におい

て、時間を守る意識を向上

させる取組を全教員体制で

行う。 

④ 中途退学者 10名以内 ５名 ０名 ５名 

一人一人の生徒を多くの教

員できめ細かく見るととも

に、ＳＣ、ＹＳＷや特別支援

教育心理士を効果的に活用

するなど、組織的な指導を

継続し、中途退学者０を目

指す。 

 


